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  裏面の「共動業務の推進に関するパートナーシップ規定」に合意しましたので、 

下記の共動業務の受託について、申請します。 

 

共 動 業 務 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

共動業務の推進に関するパートナーシップ規定 

 

 鹿角市共動パートナーと鹿角市（以下「市」という。）は、共動業務の推進にあたり、対等な立

場と自主性をお互いが確認し、市民と市の共動による行政運営の効果を最大限発揮するため、次

のとおりパートナーシップ規定を定めます。 

 

１．共動に関する３つの原則 

 共動の理念に基づいて、お互いに次の原則を遵守します。 

 (1) 対等な立場に立って議論や意見交換を行うこと。 

 (2) 自主・自立性を尊重すること。 

 (3) 相互に連絡を密にし、協力し合うこと。 

 

２．役割と責務に関する約束 

 (1)ふれあいパートナーの役割と責務 

  ① 担当する業務の改善提案はもとより、市政に対し積極的に企画提案をします。 

  ② 市と共に市民共動の役割を市民に周知します。 

  ③ 個人のプライバシーを守ります。 

 

 (2)市の役割と責務 

  ① ふれあいパートナーと対等の立場並びに会の自主・自立性を確認すると共に様々な企画提

案を尊重し、その反映に努めます。 

  ② ふれあいパートナーに対し、必要な情報を提供し、情報の共有化を図ります。 

  ③ ふれあいパートナーと共に、市民共動による行政運営の効果を最大限に発揮できるよう努

力します。 

 

３．パートナーシップ規定に基づく連絡調整について 

  ふれあいパートナーと市は、パートナーシップ規定に基づく趣旨を円滑に行うため、調整を

必要とする事項については、適宜、連絡調整会議を開催して協議します。 

 

４．パートナーシップ協定の有効期限 

  パートナーシップ規定は、業務終了期限をその有効期限とします。 

 

５．業務終了後の役割について 

  ふれあいパートナーと市とは、業務終了後も、市の共動による市政運営に対して共の責任を

持ち、その着実な推進に努力します。 


